
静慎重潤煙機の開罷!とついて(その 3) 

1 まえがき

静電消煙機の開発については，所報9号に報告した

、て，突用機を具体化

治綴機としては

消防隊が直接現場に持込むものと設備用の問題がある

議夜のところ移動して使潟でるビ…ム式とフ

γ式の開発令す Lめている。本年波試作したげーム式

3号機 4号機の概要およびファン式消煙機の性能実

験結幾について線告する。

2 ピ。叫O僻ム支え消盤機

1 ) 試作織の機選概饗

3号機 4号機の試作は，基本的にはし 2号機

同じであるが，実用段階において容易に使える本体構

材質，脚，淡装縁，潟夜電機の設計，改良，

能は控室等を目的とするものでらる。

試作 3. 4号機が1. 2号機と構造上異なる点は，

• 2予機がグラスファイパーのわームに沿ってO.

のピヤノ線を張って放電極としたものであり，手元で

ームの{単線操作が出燃ないなど災用ょの欠点があ

めに対し，試作 4ま機ω自主伸鰍ビ…ム自称をパ

プ構造としパイプ内の合成樹脂製ワイヤーの可動に
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よってビームの伸縮を手元で操作出来るようにした。

また， とこのパイプ自体が科医電極になるため， ピャノ

線を張る必要がない。

電極ビームの伸縮機構については，電動式のものと

手動式のものを試作してみた。 3号機でfj:J 電動式を

採用したので自動伸縮が可能であり s 操作も容易であ

るが，モーターパツテリーを必要とするため重くなっ
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う。 4号機では，機構を簡単にするため手動式

にし小型，軽量化をはかった。

(2) 性能実験

ア 39m'ハウスにおける実験

第 1図に示す煙室に発煙筒をたいて，電極としてピ

/線を使った 2号機と

間巡性能実験を行なっ除。

3号機につい

両機の性能

表のとおり殆んど同じであった。消煙効果はラ

CdSを使って減?と係数C思惑と獄窓い通電後Cs

に降下するまでの時開会比較した。消煙に要す

る高圧電極電流値は 2号機 3号機を同ーの設定条

第 1図 ビーム式消煙機性能実験装置(39m'ハウス〉

第2図 ビーム式消煙機の消煙性能曲線
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件において，電極をパイプにした方が 0_5φ ピヤノ線

少ない。

治務部総塔における実験

機にある床面積88m'.

p …ト滋の努験室を使い，このやに

号機を設定し，

材と合成樹脂を燃焼し，その煙を室内に充満させ消煙

第3図 ピーム式消煙機の設定方法
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性能実駄な行なwった。験の結果は宗務 4図に示すとお

り通電後 5~7 分30秒でCs が0.3に降下した。この消

機効果は報告〈その 2のデーターとほど同じである。
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(3) 考察

プ官室を撃による消療効果

W伊付

縦一議

人嚇
のと殉じであることが明らか絵な

ム伸縮機構の母体化刊

が可能になった。なお，高圧に対する安全装置につい

ては包電滋どームめ 2関以内に人聞が機近した場合に

感知できるものを 4号機に装置した。

3 ファン式消煙機

、ては，磯告そめ 2で述

べたとおりであるが，その構造は450mmの角型風洞内

を会属板札さらぷ75m の絞甑に仕切っ七都個の総

長い通気口とし.その各通気口の内部中央に風洞と電

気的Eこ絶縁した絞殺で，議極線東たは設極探てど設けた

もので，これには風洞内に煙を送入または吸入するた

めの送風機が取{すけられている。電極と風洞の聞に3D

KV以下め滋流域統を印加するととにより，総洞内うた

通過する煙粒子を仕切板(集煙板〕に吸着することが

できる。

( 1 ) 試作機の構造諸元

試作機は告白3濃の諸え液に示す3機類で，胤洞の紙

面，電極数は同じであるが，風洞の長さ，電極の太

ざ送風機の羽総数，カ等が異なるもの句、ある。

第3塁線 ファン式;臨機機籍先表

i 洞 I 白煙電総 |送風機
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(2 ) 性能実験

この試作実験については，滞緩機め開発をするため

に必要な基本的なことをは握することが目的であり，

小恕で，潟性能のものな得るためになったので

，. 

る。

ア 実験の方法

実験の方法はビーム式消煙機の実験と同様に訓練容

4踏の実験室を使い，終結図弘治すとおり治燦機てど設

定し，木材，合成樹脂の燃燐煙で行なウ丸二。予機，

号機についてはA，B両室を使い 3号機については

A震と B設の間企全部前変質し室のみで災犠したの

送風機の送気方向については1， 2号機が本体風洞

に対し送気型であり，号機は綴気設iであ

(3) 考察

4表にまと ら次のことが考察でき

る。

ア 消煙効果にウいては，まったく られない

( 81 ) 



ファン式消煙機の段定方法第6図
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議煙 (C札 6-払 3) と対し A~遂では瀦痩開始後

-9分で視程が10m程度得られる濃度 (Cs=O.3)に

降下守る。

態洞内の送震え量に対すえる消煙効率の最も

は 1号機ではファンモーターの電圧80V. 2号畿で

ほ100V付近にある。

ウ 放電々極については直径 2-3mm程度の嫁に

た方が電極電流が少なく，消煙効率も低下しないので

有利で?あ

エ 鴛極電流については10mAにしても消煙効率が低

下しないものと管、われる。乙れは今後さらに詳細に調

ベーご確認する予定である。

オ 送風機は風洞内より吸気する方向に回転した方

が，風灘内の煙密度が均一化され. ?白煙効率がよくな

ると思われる。

4 す

ビーム式，フア γ式ともに主主体の改良多電源

装置の小型軽量化をはかり，実用段階において容易に

で札安い価絡で製作でとpよ

Lめると Lもに，なお，

理論的にもまとめてゆく予定である。
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